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あらまし：近世城郭普請に関連する調査研究は、近年活発化しつつあるが、研究者や一般の関心ある人々が情報

を利活用するためのデータベースは現在存在していない。そして城郭普請の研究では、石材の生産地である石切

丁場から消費地である城郭石垣を一連の工程として捉える必要があり、調査研究情報をデータベース化する際に

は心機的に結合する機能が求められる。徳川大坂城の普請では、西日本各地の大名が各地で採石しており、本

発表のモデルを展開すれば、各地の情報を大坂城をキーに結合することができ、有益な情報基盤として成立する。

Summary: Recent, research related to the construction castle of early modern times, has been activated.But, There 

is no database that can be used by researchers and the gc,neral public. The study of castll'construction, it is 

necessary to consider a series of movements, a stone wall is a place of consumption from a quarry is a place of 

production.Lords of western Japan, were collected stones in various areas.You can expand the model of this 

presentation, you will be able to combine information from various places. The database will be established as a 

foundation of useful information. 

キーワード：リレーショナルデータベース，石垣，石切丁場

Keywords: Relational database, Stone wall, quarries 

1. はじめに

近世初期、江戸幕府は公儀御普請として大坂城や

江戸城の普請をおこなっに城郭普訥で特に労））が

多い］こ程が石垣普請である。石垣の構築は、石材を

調達・運搬し、石積みをおこなう。これらの作業には遠

方の大名を動員し、遠方の石切丁場から石材を調達

する場合があった。当然、 研究には広域な視野が必

要となる。しかし、石垣普請に関する調査研究情報を

蓄積し、共有•分析するためのデータベースは現在存

在していない。

そこで本稿では、石垣普請に閲する調査研究情報

のデータベースを構築し、その有用性を検討する。実

践例として、）じ和立永期におこなわれた大坂城（現在

は大阪城だが、本稿では歴史用語としての大坂城を
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用いる）を対象とし、石材調達地である小豆島岩谷地

区の石切丁場を採り上げたい。

2. 近世の公儀御普請

江戸茄府は、慶長・元和・寛永年問に日本中の大名

を動員し、各地で城郭普詰をおこなった。幕府直銹城

では公儀御普請として動員した。幕府が主導した城郭

として江戸城、二条城、大坂城、名古屋城、篠山城な

どがある(1)。江戸城では慶長 8年(1603)から L事が

始まり、寛水まで断続的に L事が行われた(2)。キに外

堀掘削などの掘方は東国大名、石垣・枡形構築の石

垣方は西国大名が担当した。寛永 13年(1636)の普

請では、掘方として東国52大名、石垣方として西国61

大名動日している。

また各大名は、所領を近世都市化する過程で、居城

を整備もしくは築城をおこなった。例えば慶長 6年
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図1「大坂城普詰丁場割之図」（大阪府立中之島図苫館蔵）
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(1601)の福岡藩黒山家による福岡城築城、疫長 7年

(1602)の佐債藩鍋島家による佐賀城築城などあり、ま

さにn本中が築城ラッシュの状態であったツ

3. 大坂城普請と石切丁場

慶長 20年(1615)大坂夏の陣によって大坂城は落城

し豊臣家は滅亡した。その後、江戸茄府は大坂城再

築を図り、石垣 •堀の構築に西固・北国の大名 60 数家

を動員した。.L事は主に元和6年(1620)の第一期,・.事、

寛永 2年(1625)の第7期 I事、寛永 5年(1628)の第

三期」・事に分けて進行した。大名は、割普請によって

担当する石垣を割り当てられた大名の担当石垣は

「大坂城普詰丁場割之図」によって把握することができ

る（図tLこの國によって大坂城で担当した石垣や担

当量が判明する。

そして石垣の構築部材である石材は自らの責任で

写真1小豆島岩谷豆邸石石切丁場

ロや

確保した。現在確認されている石切丁場としては、京

都府木津川市）JI! 茂、大阪府生駒山系、兵庫県東六廿’

山系、岡山県前島、香川県小豆島（写兵 I)、広島県尾

道、山目県大津島、福岡県行僑di沓尾、佐貨県唐津

市谷口などがあり、瀬戸内海沿岸で広範間に確認さ

れている（図 2)、3 北垣聰一郎氏はこれらを「花面岩べ

ルト地帯」と（）又称している(3)。右材調達地がこれだけ

広域に求められたことは、艮打な右材を膨大な数を必

要としたためだろうまた日本の築城技術のビークとさ

れる大坂城で高石垣が成立しえた要因として、 「石材

の規格化」(4)とそれを実視可能にする「採石技術の平

準化」 (5) は必要イ~nf欠な要素であった3

4. 石垣石の刻印

昭和 34年(1959)、大坂城総合学術調査が実施され

た。考古学・歴史学・地質学などの学識者によって「大

写真 2大坂城刻印調査の様＋

注(6)報告苔

V 
図 2人坂城と石切丁場

注(3)文献
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坂城総合学術調査団」が結成された。最大の成果は、

豊臣大坂城は現在の徳川大坂城の地中にあり石垣は

すべて江戸幕府による再築であることが判明したこと

である。調査の一環で石垣の刻印が入念に調べられ

た（写真 2)。現存の大坂城石垣に槌番号が割り当てら

れ壁ごとに刻印種が集計されている（図 3)。

刻印とは石に様々な目的で印を彫ったものであり、

大名の家紋、石」この作業用の印、石切丁場での傍示

など多様な機能があると言われている。大坂城総合学

術調査では刻印の種類が基本 200種内外、派生形を

含めると 1247種類確認されている(7)。刻印は石材調

達のあり力や担当墜の他藩との境を判断するために

有効であり、北野博司氏は丁寧に石垣構造と刻印を

読み解くことによって大名家中組の存在を実証してい
図4 兵庫県芦尾市で見つかった十曜

紋（左）と大坂城南外堀の九曜紋（右）

図3 大坂城布垣の壁番号•

注(7)文献
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る(8) また石切丁場内の釦域のグルービングに刻印

を用いることはh効であり、石切丁場と石垣をつなぐ非

常に屯要なキーでもある。兵庫県東八甲山系のljl山

刻印群0)検証では文献、石切丁場の状態、大坂城石

坦の状態を総合的に検討することで佐質湘鍋島家の

刻印であると実証した(9L

刻印の扱いには注意を要する。例えば、従来では

几曜紋（図 4)の使用大名は豊前小倉藩細川家である

と呼解されてきた(10)が、多賀左門氏は慎蛍論を打ち

出しており、そもそも兵庫県芦屈市で見つかった紋は

I曜紋であるとしている。刻印の解釈によって石切丁

場の理解は大きく変わる，このように、石切丁場で確認

された刻印と石垣を安易に結びつけることは危険で、

文献等を用い複合的に検証する必要があり、刻印とそ

の使用大名を再度検証する時期にきていると考えられ

る。また刻印は全国の近世城郭・石切丁場で確認され

ており、それらの刻印は同一もしくは類似している場合

がある。当然、採石した集団の関連性、集団内の労働

編成、時期、 技術の系譜、石材の流通など分析しうる

情報資源として有用だと与えられるが、現時点では情

報を統合した例はない。統合できれば全国の城郭石

垣や石切丁場について時空を超えて有機的に結合で

き有用な情報基盤となる可能性がある。定羅的分析な

ど間報科学を応用することも可能となろう"

5. 石垣普請データベースの要件・設計

そこで刻印をキーに情報を結合し、分析できる情報

基盤を整備するために石垣普諸データベースを構築

することにした。まずは代表的なモデルケースとして大

坂城と石切丁場として唯一の国指定史跡である小豆

島を取り上げデータベース化した い データベースと

してはリレーショナルデータベースを採用しに理由は

主キーによって様々なデータと結合することができ、今

後の批張性に優れているためであるまた枯れた技術

であるため容易に構槃でき扱える技術者も多い。そし

てSQLによって柔軟に分析ができるため採用した。

今回のデータベースの要件としては以 Fの通りであ

る。各地の石切丁場と城郭石垣の刻印種類と個数に

関する情報を蓄栢し、各種の分析を11J能とすること'

石切丁場の分布調査では、石材 l点ずつ把握してお

り、石材毎の刻印種と位置情報のデータインプットが

可能である。本稿では位置情報は扱わず、段階的開

発として刻印種に限定する。城郭石垣の調査では個

別石材毎の把握はなされていない。大坂城総合学術

調査では壁ごとに刻印種と個数を集計しているため、

: ―-------------------------------, ， 
＇ , • 
： 石垣別担当大名

大名塞本

＇ ' 
＇ I 

藩名 料RCHAR2(64)
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琥名

堅番号

藩名(FK

大名ID

担当間

担当尺

担当寸

¥/ARCHAR2(64) 

NUMBER(6) 

VARCHAR2 (64 

NUMBER (6) 

NUMBER (6) 

NUMBER (6) 

NUMBER (6) 

石切丁場巷本

丁場名

拉

種別

大きさ長辺
大きさ短辺

大きさ高さ

¥/ARCHAR2 (64) 

NUMBER(6 

VARCHAR2 (64) 

NUMBER (6) 

NUMBER(S) 

NUMBER(6) 

.-c ----CC~- C -c・c C _・c二

・------------- ' 
＇ ,-------------------------; 
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図4 石垣普詰データベースのデータモデル（案）

※サイズは仮指定
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図5 調査情報のデータ化プロセス
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照ごとの佑報をインブットデータとする，大坂城の場合、

前述の「大坂城普詰丁場割之図」を確認すれば隙ごと

に担当大名が判明するため、この枯報もインフタトデ

ータとする0

データベースのデータモデルを試験的に作成した。

実運用を考えれば、レコードの論理削除を管理するた

めの削除フラグのカラムを設定し、修止履歴などの項

日を設定したり、参照性制約等のビジネスルールを踏

まえた設計を行う必要がある。しかし、今回ぱGし1の人

出カインターフェースは検討対象外とし、データベー

スに直接SQLコマンドにて分析することを日的とする。

実運用のための検討やアーキテクチャの設計は別途

行う。 そのため、今同は石垣•石切丁場・担当大名 ・刻

目lに閑するカラムに絞り、最低限の構成とした，

6. データ化作業とのデータ内容

上記のデジタルデータは存在していないため、まず

は調査データのデジタル化を図ったU その作業）j法

や作成データについて報告する。今回使用したデー

タは、小豆島の『史跡大坂城石垣石切丁場跡保存管

理計画報告書』(12)と『大坂城の謎』(13)を使用した。

作業プロセスを（図 5)に示した。補足を要するテーブ

ルのみ解説する。

大坂城総合学術調査の成果である石垣ごとの刻印

集成を基に刻印マスターテーブルを作成した。集成に

て掲載されている刻印についてすべて里複をなくし、 1

釉類の刻印にlコードを付与することで一意にしたっ村

川氏は刻印の種類を 1247種類と報告しているが(14)、

筆者が数えると 1333種類となった。微妙に形が違う刻

印を同一とみなすかどうかで差異が発生したものとみ

られる。総合学術調査時の原資料は公開されておら

ず、詳細な検証はできない。また石垣は 1号壁から

254号壁まであるが、公開資料では 1号壁から 152号

壁の記載にとどまる(15)。理想は網禅して情報化すべ

きであるが、実際 I:解決できないため、システム化で

回避できない一種の現実的な「割り切り」と考えてい

る。

石切丁場の石材一覧をテーブルにした。ひとつの

石材に複数の刻印があるケースがあるため、基本テー

プルと明細テーブルに分離した。基本テープルの lレ

コードがひとつの石材となり、複数刻印がある場合、明

細テーブルに刻印の数だけレコードが挿人される。大

坂城石垣になく小豆島石切丁場にある刻印が確認さ

れた。すべての刻印種類を網羅し一意なコードを付与

する必要があるため、刻印マスターテープルにレコー

ドを追加した。このような例は他にもあると想定される。

兵庫県束六甲山系甲山刻印群で確認されている刻印
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は）JII I石材の控え(16)に打たれており、石切丁場で

は多数確認されているその刻印も大坂城では崩落石

垣で見つかった数例しか検出されていない。石切丁

場で見つかる）Jfl「石材に対し而(17)以外に打たれて

いる刻印は、石積み完了までにその日的・機能を喪失

していると考えられ、そのような刻印は多数あるだろう。

そのため刻印種類はまだまだ増加する見通しである。

7. 今後の課題と展望

近世初期では多数の藩が日本各地の城郭右垣構

築のために集結し、各地で布材を調達した。本稿では

このような近世の公｛義御普請の大きな流れ、大坂城普

請と関係する石切丁場を概観したうえで、これらを有

機的に結合しうるキーが刻印であるとした。刻印をキー

にリレーショナルデータベースの技術で石垣普請デー

タベースを構築すれば多様な分析が11J能となる。

データベース化する際の課題にメタデータの統一が

ある。例えば2005年から2008年に兵庫県教育委員会

が実施した徳川大坂城東六甲採石場詳細分布調査

では矢穴の有無や矢穴形式なども調査成果をリスト化

している(18)つ一方、小豆島岩谷地区の調査では矢

穴形式などのデータ項目はない(19)。また用語や右

材分類の統ーも課題となる。兵庫県の分類でぱ剖石・

矢穴石・調整石であり、小豆島の分類では種石・角取

石 •そげ石となっている。 データマッピングが可能か検

討するとともに、メタデータの検討も必要となろう。

将来的にデータベースのWEB化を図り広く利活用さ

れる必要があふ利活用され新たに得られた知見をデ

ータベースに循環させることで、データベースの維持

管理が可能となりデータの質・情を成長させていくこと

につながると考えている。課趙は多いが、ひとまず諸

賢の叱正を請いつつ、小稿を閉じたいっ
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